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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第79期

第３四半期累計期間
第80期

第３四半期累計期間
第79期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (百万円) 16,303 15,296 21,269

経常利益 (百万円) 1,029 871 1,277

四半期(当期)純利益 (百万円) 854 599 1,025

持分法を適用した場合の
投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 1,160 1,160 1,160

発行済株式総数 (株) 8,832,311 8,832,311 8,832,311

純資産額 (百万円) 18,985 19,536 19,234

総資産額 (百万円) 21,989 22,338 22,710

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 123.04 86.30 147.57

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 20.00 20.00 40.00

自己資本比率 (％) 86.3 87.5 84.7
 

　

回次
第79期

第３四半期会計期間
第80期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 33.57 31.51
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社の重要性が乏しいため記載を省略しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４　売上高には、消費税等は含まれておりません。
　

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態の状況

当第３四半期会計期間末における資産の部は22,338百万円となり、前事業年度末と比べ372百万円減少しまし

た。これは主に、流動資産において現金及び預金が960百万円、固定資産においてその他（純額）が572百万円減少

し、建物（純額）が614百万円、機械及び装置（純額）が396百万円増加したことによるものであります。

負債の部は2,802百万円となり、前事業年度末と比べ673百万円減少しました。これは主に、流動負債においてそ

の他が376百万円、未払法人税等が347百万円減少したことによるものであります。

純資産の部は19,536百万円となり、前事業年度末と比べ301百万円増加しました。これは主に、利益剰余金が321

百万円増加し、その他有価証券評価差額金が20百万円減少したことによるものであります。

 
(2) 経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善が続いておりますが、個人消費は節約

志向の傾向が強く、海外においては米中の貿易摩擦の激化による中国経済の減速懸念、さらに、地政学的なリスク

の再認識や米国の金融資本市場の変動など世界経済の下振れリスクが多数存在し、先行きは依然として不透明な状

況となっております。

食品業界におきましては、食の安心・安全に対する関心が一層高まるとともに、原材料価格の上昇が依然続く状

況にあり厳しい経営環境が継続しております。

このような状況の中で、当第３四半期累計期間の売上高は15,296百万円（前年同期比6.2％減）、営業利益は780

百万円（前年同期比15.8％減）、経常利益は871百万円（前年同期比15.3％減）、四半期純利益は599百万円（前年

同期比29.9％減）となりました。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

液体調味食品部門は、加工醤油の売上が不調となりましたが、調味液が前年を若干上回り、売上高は3,056百万

円（前年同期比1.2％増）、セグメント利益は279百万円（前年同期比1.5％減）となりました。

粉粒体食品部門は、顆粒製品の受託が伸び悩み、売上高は3,173百万円（前年同期比2.3％減）となり、7月より

鳥取工場にて新工場の稼動に伴う償却費及び諸経費の増加により、セグメント損失（営業損失）31百万円（前年同

期は48百万円のセグメント利益）となりました。

チルド食品部門は、受託が低調に推移し、売上高は1,928百万円（前年同期比9.1％減）、セグメント利益は237

百万円（前年同期比11.9％増）となりました。

即席麺部門は、カップ麺の受託が減少し、売上高は6,408百万円（前年同期比7.2％減）、セグメント利益は290

百万円（前年同期比20.5％減）となりました。

その他は、水産物の取扱量が減少し、売上高は729百万円（前年同期比27.6％減）、セグメント利益は4百万円

（前年同期比75.9％減）となりました。

 

EDINET提出書類

ユタカフーズ株式会社(E00465)

四半期報告書

 3/15



 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社の経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、185百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,000,000

計 35,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,832,311 8,832,311

東京証券取引所
　市場第二部
名古屋証券取引所
　市場第二部

単元株式数は100株でありま
す。

計 8,832,311 8,832,311 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2019年12月31日 ― 8,832 ― 1,160 ― 1,160
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

(2019年12月31日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 1,883,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,938,800
 

69,388 ―

単元未満株式 普通株式 9,611
 

― ―

発行済株式総数 8,832,311 ― ―

総株主の議決権 ― 69,388 ―
 

 

② 【自己株式等】

(2019年12月31日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式）
ユタカフーズ株式会社

愛知県知多郡武豊町
字川脇34番地の１

1,883,900 ― 1,883,900 21.32

計 ― 1,883,900 ― 1,883,900 21.32
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2019年10月１日から2019年12月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について、名古屋

監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,284 6,323

  売掛金 2,110 2,094

  商品及び製品 415 480

  仕掛品 32 20

  原材料及び貯蔵品 257 326

  関係会社短期貸付金 5,500 5,500

  その他 19 123

  貸倒引当金 △7 △7

  流動資産合計 15,612 14,861

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,851 2,466

   機械及び装置（純額） 1,515 1,912

   その他（純額） 1,720 1,147

   有形固定資産合計 5,087 5,526

  無形固定資産 13 10

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,797 1,768

   その他 199 171

   投資その他の資産合計 1,996 1,940

  固定資産合計 7,098 7,477

 資産合計 22,710 22,338
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           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,303 1,398

  未払法人税等 347 －

  賞与引当金 184 69

  役員賞与引当金 5 5

  その他 881 504

  流動負債合計 2,722 1,976

 固定負債   

  退職給付引当金 739 814

  役員退職慰労引当金 14 11

  固定負債合計 753 825

 負債合計 3,476 2,802

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,160 1,160

  資本剰余金 1,160 1,160

  利益剰余金 19,761 20,083

  自己株式 △3,456 △3,456

  株主資本合計 18,626 18,948

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 608 588

  評価・換算差額等合計 608 588

 純資産合計 19,234 19,536

負債純資産合計 22,710 22,338
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 16,303 15,296

売上原価 14,597 13,736

売上総利益 1,706 1,559

販売費及び一般管理費   

 運送費及び保管費 247 251

 賞与引当金繰入額 9 9

 役員賞与引当金繰入額 3 4

 退職給付費用 26 25

 役員退職慰労引当金繰入額 1 1

 その他 490 487

 販売費及び一般管理費合計 779 779

営業利益 926 780

営業外収益   

 受取利息 19 19

 受取配当金 49 50

 雑収入 37 24

 営業外収益合計 106 94

営業外費用   

 賃貸費用 3 3

 雑支出 0 0

 営業外費用合計 3 3

経常利益 1,029 871

特別利益   

 固定資産売却益 0 0

 投資有価証券売却益 231 －

 特別利益合計 231 0

特別損失   

 固定資産除売却損 2 1

 固定資産撤去費用 9 10

 特別損失合計 11 12

税引前四半期純利益 1,248 859

法人税、住民税及び事業税 364 230

法人税等調整額 29 29

法人税等合計 393 259

四半期純利益 854 599
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

減価償却費 444百万円 485百万円
 

 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月27日
定時株主総会

普通株式 138 20.00 2018年３月31日 2018年６月28日 利益剰余金

2018年10月31日
取締役会

普通株式 138 20.00 2018年９月30日 2018年12月４日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。　

　

当第３四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日
定時株主総会

普通株式 138 20.00 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

2019年10月31日
取締役会

普通株式 138 20.00 2019年９月30日 2019年12月５日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
(注)２液体調味

食品
粉粒体食品 チルド食品 即席麺 計

売上高        

  外部顧客への売上高 3,020 3,249 2,121 6,904 15,296 1,007 16,303

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － － － －

計 3,020 3,249 2,121 6,904 15,296 1,007 16,303

セグメント利益 283 48 212 365 909 17 926
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品（冷凍魚ほか）でありま

す。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
(注)２液体調味

食品
粉粒体食品 チルド食品 即席麺 計

売上高        

  外部顧客への売上高 3,056 3,173 1,928 6,408 14,566 729 15,296

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － － － －

計 3,056 3,173 1,928 6,408 14,566 729 15,296

セグメント利益又は損失(△) 279 △31 237 290 776 4 780
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品（冷凍魚ほか）でありま

す。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益 123円04銭 86円30銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益(百万円)  854 599

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益(百万円)  854 599

    普通株式の期中平均株式数(株)  6,948,504 6,948,417
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第80期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）中間配当については、2019年10月31日開催の取締役会におい

て、2019年９月30日の株主名簿に記載または記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当

を行いました。

①　中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　 　138百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　20円00銭

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　2019年12月５日　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年２月10日

ユタカフーズ株式会社

取締役会  御中

名古屋監査法人
 

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 魚　　住　　康　　洋 ㊞

 

 

業務執行社員  公認会計士 市　　川　　泰 　 孝 ㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユタカフーズ株

式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの第80期事業年度の第３四半期会計期間(2019年10月１日から2019年12

月31日まで)及び第３四半期累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ユタカフーズ株式会社の2019年12月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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